



























































































































が背景となっ て， いわゆるｒ所有と経営の分離」，つまり株主にかわ って，経
営者が企業の支配的な意思決定権を掌握するようになっ たとする見方が支配的
とな った。経営主義理論は，このような２０世紀の企業発展の現実を背景として
いる。ボ ーモル（Ｂａｕｍｏｌ，Ｗ．Ｊ．）の肋３伽５５ Ｂ６ん伽伽吻伽 ｏ〃Ｇブｏ肋ん ，
１９５９（伊達邦春 ・小野俊夫訳『企業行動と経済成長』１９６２年，ダイヤモンド社），マリ




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　このことを念頭に浮かべるとき，青木氏の協調ゲーム ・モデルにとっ ては ，
それが日本企業モデルともっとも親和性の高いものとして構築されているだけ
に， この点をどのように表現するのかは，気になる点の１つであ った。それは ，




















































　　　 １９９１年，朝日文庫，第２ ，３章，小田切宏之『日本の企業戦略と組織』１９９２年 ，
　　　東洋経済新報社，第２章を参照 。
　１３）以下，日本の雇用関係については，小田切宏之，則掲書，第３章を参昭 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９９２年１０月３１日脱稿）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５３）
